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まちの話題まちの話題

神
埼
を
可
愛
さ
で
ア
ピ
ー
ル

神
埼
ブ
ラ
ン
ド
ひ
し
焼
酎

神
埼
ブ
ラ
ン
ド
ひ
し
焼
酎

神
埼
ブ
ラ
ン
ド
ひ
し
焼
酎

親
睦
と
融
和
を

親
睦
と
融
和
を

親
睦
と
融
和
を

　

市
民
相
互
の
親
睦
と
融
和
を
図

り
、
市
の
活
力
を
高
め
よ
う
と
第
４

回
元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交
流
祭
が
、

11
月
13
日
、Ｊ
Ｒ
神
埼
駅
周
辺
な
ど

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
歌
っ
て
・
聴
い
て
・
踊
っ

て
、
食
べ
て
、
見
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
と
も

に
、
特
産
品
を
食
材
に
使
っ
た
出
店

も
並
び
、
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ

ョ
ー
や
11
月
３
日
の
予
選
会
を
経
て

行
わ
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決

定
戦
に
続
き
、
市
の
音
頭
「
よ
か
ね

神
埼
」
を
歌
っ
て
い
る
力
武
杏
奈
さ

ん
や
市
の
歌
「
Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

神

埼
」
を
歌
っ
て
い
る
ダ
・
カ
ー
ポ
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

力
武
さ
ん
の
「
よ
か
ね
神
埼
」
に

合
わ
せ
、
文
化
連
盟
、
婦
人
会
の
メ

ン
バ
ー
の
先
導
で
、
訪
れ
た
人
も
一

緒
に
市
民
総
踊
り
で
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

一
方
、
会
場
に
並
ん
だ
出
店
で

は
、
こ
の
日
の
た
め
に
と
市
長
自
ら

千
代
田
町
の
堀
レ
ン
コ
ン
を
収
穫
す

る
な
ど
秋
の
神
埼
の
食
材
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
、
訪
れ
た
人

が
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
吉
野

ヶ
里
歴
史
公
園
で
は
、
ス
ケ
ッ
チ
大

会
と
餅
つ
き
体
験
が
あ
り
、
今
回
初

の
試
み
と
し
て
、
骨
董
市
が
Ｊ
Ｒ
神

埼
駅
南
側
の
駅
通
り
で
開
か
れ
、
多

く
の
愛
好
家
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
は
、
花
火
で
締
め

く
く
り
、
秋
の
夜
空
に
繰
り
広
げ
ら

れ
た
光
の
競
演
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

地
元
産
の
菱
を
原
料
に
し
た
菱
焼

酎
の
完
成
発
表
会
で
は
、
試
飲
も

行
わ
れ
好
評
で
し
た
。

　

神
埼
ブ
ラ
ン
ド
創
造
「
ひ
し
焼
酎
」

の
取
り
組
み
は
、
神
埼
市
総
合
計

画
の
一
つ
で
あ
る
「
力
強
く
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
一
環
で
、

神
埼
産
和
菱
を
い
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
で
町

お
こ
し
が
で

き
な
い
か
と

昨
年
８
月

に
田
中
酒

造
と
共
同

で
菱
焼
酎

造
り
を
開

始
し
ま
し

た
。

　
「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
思
い
か
ら
田
中
酒
造
も
初
め
て
の

和
菱
に
よ
る
作
業
は
試
行
錯
誤
の
繰

り
返
し
で
し
た
が
、
今
回
焼
酎
の
原

酒
20
ℓ
が
完
成
し
、
出
来
上
が
っ
た

焼
酎
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
41
度
。

鍋
島
藩
の
御
用
窯
で
あ
っ
た
大
川
内

山
の
瀬
兵
窯
に
依
頼
し
て
作
成
し
た

色
鍋
島
の
容
器
（
５
０
０
㎖
）
で
、

40
本
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
交
流
祭
で
は
、
当
日
抽
選

で
選
ば
れ
た
人
に
よ
る
試
飲
が
行
わ

れ
、「
和
製
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
よ
う
だ
」

「
菱
の
香
り
が
良
い
」
な
ど
評
判
は

上
々
で
し
た
。

　

市
で
は
、
今
年
度
は
量
が
少
な
い

た
め
一
般
販
売
は
せ
ず
、Ｐ
Ｒ
用
に

使
用
し
、
来
年
度
原
酒
１
０
０
ℓ
の

目
標
を
掲
げ
増
産
す
る
予
定
で
す
。

マ
イ　
　

デ
ィ
ア

り
き
た
け 

あ
ん  

な
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まちの話題まちの話題

神埼
を満喫

神埼
を満喫

神
埼
を
可
愛
さ
で
ア
ピ
ー
ル

神
埼
を
可
愛
さ
で
ア
ピ
ー
ル

神
埼
を
可
愛
さ
で
ア
ピ
ー
ル

神
埼
ブ
ラ
ン
ド
ひ
し
焼
酎

親
睦
と
融
和
を

　

市
民
交
流
祭
で
は
、
神
埼
市
の
情
報
を
県

内
外
へ
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
作
成
さ
れ
た
神

埼
市
の
マス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
ゆ
る
キ
ャ
ラ
）

く
ね
ん
ワ
ン
（
犬
、
写
真
右
）
く
ね
ん
ニャ
ン
（
猫
、

写
真
左
）
の
披
露
も
行
わ
れ
、
早
速
、
表
彰
式

の
お
手
伝
い
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
県
内
の
自
治
体
な
ど
で
実
績

の
あ
る
４
社
に
依
頼
し
、
出
来
上

が
っ
た
10
点
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、

観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど

か
ら
組
織
さ
れ
た
16
人

の
選
定
委
員
が
協
議
を

重
ね
、
や
わ
ら
か
い
丸
み

の
あ
る
神
埼
ら
し
さ
を
表

現
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
県
内
外
の

商
工
推
進
事
業
に
参
加
し
ま
す
。
末
永
く
、
可

愛
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

第
４
回
元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交
流

祭
で
行
わ
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
決
定
戦
と
ス
ケ
ッ
チ
大
会
の
結
果

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
カ
ラ
オ
ケ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦
】

・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
　
　
　

八
谷 

竹
浩
（
神
埼
町
）

　
　
（
小
金
沢
昇
二
「
あ
り
が
と
う
感
謝
」）

・
２
位　
太
田
万
里
子
（
神
埼
町
）　

　
（ハン
・
ジ
ナ
「
も
い
ち
ど
薔
薇
を
」）

・
３
位　

成
田 

道
信
（
神
埼
町
）

　
　
（
鳥
羽 

一
郎
「
志
摩
半
島
」）

【
吉
野
ヶ
里
ス
ケ
ッ
チ
大
会
】

○
幼
児
の
部

　
最
優
秀
賞　

森
永 

愛
理
（
神
埼
町
）

　

優 

秀 

賞　

吉
田 

朝
香
（
佐
賀
市
）

　
　
　
　
　

  

芹
川 

瑠
風
（
大
村
市
）

○
低
学
年
の
部

　
最
優
秀
賞　

吉
田 

琴
音
（
佐
賀
市
）

　

優 

秀 

賞　

香
月 

琴
菜
（
上
峰
小
）

　
　
　
　
　

  

久
富 

千
穂
（
東
部
小
）

○
高
学
年
の
部

　
最
優
秀
賞　

香
月 

鈴
菜
（
上
峰
小
）

　

優 

秀 

賞　

久
富 

友
季
（
東
部
小
）

　
　
　
　
　

  

森　

 

瑞
季
（
神
埼
小
）

○
中
学
生
の
部

　
最
優
秀
賞　

坂
井 　

遥
（
千
代
田
中
）

　

優
秀
賞　
北
村
菜
々
子
（
神
埼
中
）

　
　
　
　
　

  

遠
嶋 

玲
那
（
千
代
田
中
）



16市報かんざき　12　月号
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櫛
田
宮
子
ど
も
相
撲
大
会

文
化
の
秋
多
彩
に

文
化
の
秋
多
彩
に

文
化
の
秋
多
彩
に

次
郎
の
里
少
年
相
撲
大
会

県
民
体
育
大
会
で
活
躍

美
し
い
日
本
語
暗
唱
・
朗
読
大
会

美
し
い
日
本
語
暗
唱
・
朗
読
大
会

美
し
い
日
本
語
暗
唱
・
朗
読
大
会

文
化
祭
で
神
埼
市
の
音
頭

文
化
祭
で
神
埼
市
の
音
頭

　
　

「
よ
か
ね
神
埼
」
を
披
露

　
　

「
よ
か
ね
神
埼
」
を
披
露

文
化
祭
で
神
埼
市
の
音
頭

　
　

「
よ
か
ね
神
埼
」
を
披
露

【
神
埼
町
文
化
祭
】

　

11
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の
５
日

間
、神
埼
市
文
化
連
盟
神
埼
支
部
主

催
の
第
25
回
神
埼
町
文
化
祭
が
、神

埼
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
恒
例
の
バ
ザ
ー
と
神
埼

市
文
化
連
盟
主
催
の
「
第
８
回
美
し

い
日
本
語
暗
唱
・
朗
読
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
部
門

で
は
、
会
議
室
、
ロ
ビ
ー
を
会
場
と

し
て
絵
画
、
書
、
陶
芸
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
絵
手
紙
な
ど
市
民
の
力
作
が
５

日
間
に
わ
た
っ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　　

最
終
日
に
は
、
記
念
式
典
と
ス

テ
ー
ジ
イ
ベン
ト
が
行
わ
れ
、
57
の
団

体
・
個
人
が
出
演
し
、
そ
の
完
成
度

に
観
客
か
ら
は
、
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
、

「
Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

神
埼
」「
よ
か
ね
神

埼
」
も
披
露
さ
れ
、
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

【
千
代
田
町
文
化
祭
】

　

10
月
31
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
の

４
日
間
、
神
埼
市
文
化
連
盟
千
代

田
支
部
主
催
の
第
31
回
千
代
田
町

文
化
祭
が
、
千
代
田
文
化
会
館
と

千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

作
品
展
示
が
行
わ
れ
た
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
、
多
数
の
力
作
が
並
び
、

写
真
や
習
字
、
絵
画
な
ど
、
プ
ロ
顔

負
け
の
作
品
に
、
多
く
の
観
客
が
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
の
元
気
な
歌
声
に
始
ま
っ
た

ス
テ
ー
ジ
部
門
で
は
、
日
本
舞
踊
や

高
志
狂
言
と
い
っ
た
伝
統
芸
能
も
披

露
さ
れ
、
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。
最
後
は
、「
よ
か
ね
神
埼
」

と
「
千
代
田
町
音
頭
」
が
、
踊
り
の

会
と
婦
人
会
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
、

観
客
の
手
拍
子
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
に
行
わ
れ
た
第
８
回
美

し
い
日
本
語
暗
唱
・
朗
読
大
会
に
は
、

小
・
中
学
生
60
組
が
参
加
し
、
覚

え
て
き
た
詩
や
文
章
な
ど
抑
揚
を
つ

け
て
声
高
に
朗
読
し
、
終
わ
る
た
び

に
保
護
者
や
聴
衆
者
か
ら
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
敬
称
略
）

○
暗
唱
の
部

・
低
学
年
の
部

　

優　

秀　

服
巻  

聡
汰
（
神
埼
小
）

　

準
優
秀　

副
島  

茉
裕
（
神
埼
小
）

　
　
　
　
　

千
代
延
青
空（
仁
比
山
小
）

・
中
学
年
の
部

　

優　

秀　

石
丸  

浩
大
（
神
埼
小
）

　

準
優
秀　

真
﨑  

美
弥
（
西
郷
小
）

　
　
　
　
　

執
行  

浩
暉
（
仁
比
山
小
）

・
高
学
年
の
部

　

優　

秀　

石
丸  

千
博
（
佐
大
付
中
）

　

準
優
秀　

佐
藤  　

優
（
神
埼
小
）

　
　
　
　
　

本
告  　

慧
（
仁
比
山
小
）

○
朗
読
の
部

　

優　

秀　

光
武  

頼
子
（
千
代
田
中
）

○
暗
唱
・
朗
読
ペ
ア
の
部

　

優　

秀

　
　
宇
都
宮
ゆ
り・成
田
ア
ン
ナ（
神
埼
中
）

　

準
優
秀

　
　

森
山
和
貴・木
須
杏
花（
西
郷
小
）

　
　

山
村
佳
歩・堤　

彩
華（
神
埼
小
）

　

神
埼
市
の
音
頭
「
よ
か
ね
神
埼
」

の
振
り
付
け
を
作
成
し
た
神
埼
市
文

化
連
盟
会
員
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
及

び
行
事
な
ど
で
音
頭
の
普
及
、
宣
伝

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ろ
い
の
衣
装
は
、
今
年
行
わ
れ

た
第
16
回
長
崎
街
道
宿
場
ま
つ
り
で

初
め
て
披
露
さ
れ
、
今
回
開
催
さ
れ

た
文
化
祭
で
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

【
脊
振
町
文
化
祭
】

　

神
埼
市
文
化
連
盟
脊
振
支
部
主

催
の
第
25
回
脊
振
森
林
の
里
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
11
月
５
日
か
ら

11
月
7
日
ま
で
の
３
日
間
、
脊
振
勤

労
者
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
活
動
発

表
や
作
品
展
示
、
ま
た
、
航
空
自
衛

隊
背
振
分
屯
基
地
の
協
力
に
よ
る
カ

レ
ー
の
野
外
炊
飯
実
演
・
試
食
や
脊

振
産
も
ち
米
を
使
っ
た
も
ち
つ
き
及

び
試
食
、地
元
農
産
物
の
販
売
な
ど
、

脊
振
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大

変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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▲優勝したソフトボール競技一般男子Ｂの皆さん

櫛
田
宮
子
ど
も
相
撲
大
会

櫛
田
宮
子
ど
も
相
撲
大
会

櫛
田
宮
子
ど
も
相
撲
大
会

　

10
月
９
日
、
神
埼
町
の
櫛
田
宮
で

第
５
回
櫛
田
宮
子
ど
も
相
撲
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
幼
児
か
ら
小
学
生
ま

で
22
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
な
か
に
は
長
時
間
に
お

よ
ぶ
好
勝
負
も
あ
り
、
観
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
個
人
戦
】

○
幼
児
の
部

　

優　

勝　

陣
内  

孝
匡
（
神
埼
幼
）

　

準
優
勝　

手
塚  

優
斗
（
宝
生
幼
）

　
３　

位　

辻  

廉
太
郎
（
神
埼
ク
）

○
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

優　

勝　

坂
井  

裕
八
（
東
部
小
）

　

準
優
勝　
浦
田
エ
ム
レ
ー
（
仁
比
山
小
）

　
３　

位　

辻　

  

徹
平
（
神
埼
ク
）

○
小
学
３
年
生
の
部

　

優　

勝　

友
永  

健
生
（
神
埼
小
）

　

準
優
勝　

陣
内  

孝
誠
（
西
郷
小
）

　
３　

位　

宮
﨑
琳
太
郎（
東
部
小
）

○
小
学
４
・
５
年
生
の
部

　

優　

勝　

大
田  

哲
也
（
仁
比
山
小
）

　

準
優
勝　

大
田  

朋
幸
（
仁
比
山
小
）

　
３　

位　

永
原
壮
一
郎（
東
部
小
）

【
団
体
戦
】

○
低
学
年
（
１
年
〜
３
年
）
の
部

　

優　

勝　

神
埼
・
千
代
田
合
同

　

準
優
勝　

本
堀

　
３　

位　

西
郷

文
化
の
秋
多
彩
に

次
郎
の
里
少
年
相
撲
大
会

次
郎
の
里
少
年
相
撲
大
会

次
郎
の
里
少
年
相
撲
大
会

　

10
月
24
日
、
第
５
回
神
埼
市
次

郎
の
里
少
年
相
撲
大
会
（
神
埼
市

体
育
協
会
主
催
）
が
、
千
代
田
町
の

次
郎
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
民
体
育
大
会
で
活
躍

県
民
体
育
大
会
で
活
躍

県
民
体
育
大
会
で
活
躍

美
し
い
日
本
語
暗
唱
・
朗
読
大
会

文
化
祭
で
神
埼
市
の
音
頭

　
　

「
よ
か
ね
神
埼
」
を
披
露

　

10
月
16
日
、
17
日
の
両
日
、
鹿

島
市
・
嬉
野
市
・
太
良
町
を
中
心

に
第
63
回
県
民
体
育
大
会
（
佐
賀

県
・
佐
賀
県
教
育
委
員
会
等
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
埼
市
を
代
表
し
て
、
17
種
目
29

競
技
に
３
７
１
人
が
参
加
。
チ
ー
ム

メ
イ
ト
の
声
援
を
受
け
て
、
選
手
は

は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
で
会
場
を
湧

か
せ
、
と
て
も
見
応
え
の
あ
る
試
合

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
の
総

合
順
位
（
市
の
部
）
は
昨
年
よ
り
一

つ
順
位
を
上
げ
、
７
位
で
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
目
の
競
技
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
優　

勝

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
一
般
男
子
Ｂ

○
準
優
勝

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
一
般
男
子

・
卓
球
競
技
一
般
男
子
Ａ

○
３　

位

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
一
般
女
子

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
一
般
女
子

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
一
般
男
子
Ａ

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
一
般
女
子

・
剣
道
競
技
一
般
男
子
Ａ

・
剣
道
競
技
一
般
男
子
Ｂ

・
空
手
道
競
技
一
般
男
子
組
手

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
Ｃ
チ
ー
ム

　

ま
た
、
個
人
で
入
賞
さ
れ
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

当
日
は
、
天
候
が
悪
く
、
体
育
館

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
幼
児

か
ら
小
学
生
ま
で
81
人
が
参
加
し
、

子
ど
も
た
ち
の
奮
闘
に
会
場
か
ら
は

多
く
の
声
援
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
個
人
戦
】

○
幼
児
の
部

　

優　

勝　

辻  

廉
太
郎
（
神
埼
ク
）

　

準
優
勝　

手
塚  

優
斗
（
神
埼
ク
）

　
３　

位　

永
原  

未
遥
（
神
埼
ク
）

○
小
学
１
年
生
の
部

　

優　

勝　

坂
井  

裕
八
（
東
部
小
）

　

準
優
勝　

園
田  

竜
也
（
東
部
小
）

　
３　

位　

中
島  

祥
雲
（
西
部
小
）

　
　
　
　
　
古
葉
雅
之
典（
西
部
小
）

○
小
学
２
年
生
の
部

　

優　

勝　

野
中  

創
太
（
西
部
小
）

　

準
優
勝　

吉
田  

勇
樹
（
中
部
小
）

　
３　

位　

野
中  

優
作
（
西
部
小
）

　
　
　
　
　
垣
副  

純
也
（
東
部
小
）

○
小
学
３
年
生
の
部

　

優　

勝　

友
永  

健
生
（
神
埼
ク
）

　

準
優
勝　
實
松
慎
太
郎（
神
埼
ク
）

　
３　

位　
宮
﨑
琳
太
郎（
東
部
小
）

　
　
　
　
　
田
中  

一
成
（
東
部
小
）

○
小
学
４
年
生
の
部

　

優　

勝　

西
原  

大
貴
（
中
部
小
）

　

準
優
勝　

植
木  

大
晴
（
西
部
小
）

　
３　

位　

森
永  

伊
蕗
（
西
部
小
）

　
　
　
　
　
永
沼  

啓
太
（
東
部
小
）

○
小
学
５
年
生
の
部

　

優　

勝　

家
永  

孝
紀
（
東
部
小
）

　

準
優
勝　

馬
渡  

耕
汰
（
西
部
小
）

　
３　

位　

塚
原  

海
斗
（
東
部
小
）

　
　
　
　
　
鵜
池
大
次
郎（
東
部
小
）

○
小
学
６
年
生
の
部

　

優　

勝　

福
岡  

亮
太
（
神
埼
ク
）

　

準
優
勝　

樋
口  

敦
士
（
中
部
小
）

　
３　

位　
江
頭
啓
一
郎（
東
部
小
）

　
　
　
　
　
生
島  　

悠
（
西
部
小
）

【
団
体
戦
】

　

優　

勝　

千
代
田
東
部
小
学
校
Ａ

　

準
優
勝　

千
代
田
中
部
小
学
校

　
３　

位　

神
埼
合
同
Ｂ

※
神
埼
ク
↓
神
埼
相
撲
ク
ラ
ブ

○
優　

勝

・
松
永 

正
則
（
水
泳
競
技
、
50
〜

59
歳
25
ｍ
自
由
形
、
50
〜
59
歳
25

ｍ
バタ
フ
ラ
イ
）

・
重
松 

宏
樹
（
陸
上
競
技
、
18
〜

29
歳
２
０
０
ｍ
）

・
大
橋 

盛
和
（
陸
上
競
技
、
18
〜

29
歳
５
０
０
０
ｍ
）

・
増
田 

稔
久
（
陸
上
競
技
、
砲
丸

投
げ
）

○
準
優
勝

・
中
原
め
ぐ
み
（
水
泳
競
技
、
29
歳

以
下
25
ｍ
平
泳
ぎ
）

・
重
松 

宏
樹
（
陸
上
競
技
、
18
〜

29
歳
１
０
０
ｍ
）

○
３　

位

・
中
原 

麻
美
（
水
泳
競
技
、
29
歳

以
下
25
ｍ
背
泳
ぎ
）

・
田
中 

孝
弘
（
ゴ
ル
フ
競
技
、
59
歳

以
下
男
子
の
部
）
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まちの話題まちの話題

劇
的
展
開
に
熱
狂

劇
的
展
開
に
熱
狂

〜
市
民
応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
〜

〜
市
民
応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
〜

劇
的
展
開
に
熱
狂

〜
市
民
応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
〜

戦
没
者
追
悼
式

戦
没
者
追
悼
式

戦
没
者
追
悼
式

三
世
代
で
交
通
教
室

仁
比
山
小
で
国
際
交
流
授
業

好
評
だ
っ
た
お
ゆ
ず
り
会

西
郷
小
見
守
り
隊
が
受
賞

九
年
庵
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈

九
年
庵
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈

九
年
庵
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈

長
年
の
読
書
活
動
を
た
た
え

長
年
の
読
書
活
動
を
た
た
え

長
年
の
読
書
活
動
を
た
た
え

西
郷
保
育
園
で
砂
場
抗
菌
作
業

西
郷
保
育
園
で
砂
場
抗
菌
作
業

西
郷
保
育
園
で
砂
場
抗
菌
作
業

神
社
に
珍
し
い
算
額

　

神
埼
市
に
本
拠
地
を
置
く
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
実
業
団
チ
ー
ム
「
ト
ヨ
タ
紡

織
九
州
レ
ッ
ド
ト
ル
ネ
ー
ド
」
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
神
埼
市
民
応
援
Ｄ
Ａ

Ｙ
が
10
月
31
日
、
神
埼
中
央
公
園

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
車
体
ブ
レ
ー
ブ
キ
ン
グ
ス
と

の
試
合
は
、
序
盤
か
ら
一
進
一
退
の

攻
防
が
続
く
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
展
開

と
な
り
、
１
点
を
追
う
レ
ッ
ド
ト
ル

ネ
ー
ド
が
同
点
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
瞬

間
に
試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
。
32

対
32
の
引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
奇
跡
的
な
同
点
劇
に
、
会
場
は

７
０
０
人
の
市
民
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

歓
喜
の
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
デ
ジ
テ
レ
ビ
、

神
埼
市
特
産
品
な
ど
賞
品
が
当
た

る
抽
選
会
や
神
埼
そ
う
め
ん
コ
ロ
ッ

ケ
や
レ
ッ
ド
ト
ル
ネ
ー
ド
に
ち
な
ん

だ
エ
ビ
ロ
ー
ル
巻
き
「
飛
び
跳
ね
ロ
ー

ル
」
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
神
埼
市
中
央
公
民

館
で
、
神
埼
市
戦
没
者
追
悼
式
が

厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
没
者
９
５
１
柱
（
脊
振
町 

98

柱
、
神
埼
町
４
９
１
柱
、
千
代
田

町 

３
６
２
柱
）
の
御
霊
に
対
し
、

遺
族
ら
約
４
０
０
人
が
出
席
し
て
戦

没
者
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
平

和
へ
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

　

祭
壇
に
は
、
１１
月
６
日
か
ら
９
日

ま
で
行
わ
れ
た
第
41
回
神
埼
町
老
人

ク
ラ
ブ
菊
花
展
に
出
品
さ
れ
た
菊
が

献
花
さ
れ
、
会
場
は
、
菊
の
香
り
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

国
の
名
勝
九
年
庵
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
の
贈
呈

式
が
11
月
10
日
、
神
埼
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
郵
便
事
業
株
式
会
社

九
州
支
社
の
大
島
照
明
営
業
本
部

長
か
ら
80
円
を
松
本
市
長
に
、
50
円

を
田
中
副
市
長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
切
手
は
、
昨
年
に
続
き
紅
葉

と
新
緑
の
九
年
庵
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

も
の
で
、
１
シ
ー
ト
10
種
類
で
構
成

さ
れ
、
80
円
、
50
円
切
手
そ
れ
ぞ
れ

１
，
０
０
０
セ
ッ
ト
、
計
２
，
０
０

０
セ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
地
域
限
定
販
売
と
な

り
、
県
内
南
部
の
簡
易
郵
便
局
を

除
く
１
１
４
局
で
来
年
１
月
31
日
ま

で
販
売
さ
れ
ま
す
。
１
セ
ッ
ト
の
価

格
は
、
80
円
が
１
，
２
０
０
円
、
50

円
が
９
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
な
ど
で
読
書
の
普
及
に
長

年
に
わ
た
り
尽
力
し
た
個
人
や
団

体
に
贈
ら
れ
る
「
野
間
読
書
推
進

賞
」
を
受
賞
し
た
境
ツ
ヤ
子
さ
ん

（
神
埼
町
）
が
11
月
11
日
、
神
埼
市

役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
さ
ん
は
、
佐
賀
県
親
と
子
の

読
書
会
協
議
会
や
佐
賀
県
読
書
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
で
30
年
以
上

に
わ
た
り
活
動
し
、
県
内
読
書
グ

ル
ー
プ
の
ま
と
め
役
と
し
て
発
展

に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

境
さ
ん
は
受
賞
の
喜
び
を
「
周

り
の
方
と
協
力
し
て
活
動
を
続
け

て
き
た
だ
け
で
す
。
本
の
世
界
に

は
終
わ
り
が
な
い
の
で
、
今
後
も

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

県
内
で
の
個
人
の
部
受
賞
は
、

14
年
ぶ
り
４
人
目
と
な
り
ま
す
。

　

11
月
６
日
、
神
埼
建
設
業
協
会

青
年
部
に
よ
り
、
西
郷
保
育
園
の

砂
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
ぶ
事
が
で
き
る
、
き

れ
い
な
砂
場
を
保
育
園
に
提
供
し

た
い
と
い
う
青
年
部
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
、
抗
菌
砂
を
砂
場
に

混
ぜ
込
ん
で
、
安
全
、
安
心
な
砂

場
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
早
速
き
れ
い
な

砂
場
で
大
き
な
山
や
ト
ン
ネ
ル
を

作
っ
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

砂
場
セ
ッ
ト
で
遊
ん
だ
り
し
て
、

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



19 市報かんざき　12　月号

まちの話題まちの話題

劇
的
展
開
に
熱
狂

〜
市
民
応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
〜

戦
没
者
追
悼
式

三
世
代
で
交
通
教
室

三
世
代
で
交
通
教
室

三
世
代
で
交
通
教
室

仁
比
山
小
で
国
際
交
流
授
業

仁
比
山
小
で
国
際
交
流
授
業

仁
比
山
小
で
国
際
交
流
授
業

好
評
だ
っ
た
お
ゆ
ず
り
会

好
評
だ
っ
た
お
ゆ
ず
り
会

好
評
だ
っ
た
お
ゆ
ず
り
会

西
郷
小
見
守
り
隊
が
受
賞

西
郷
小
見
守
り
隊
が
受
賞

西
郷
小
見
守
り
隊
が
受
賞

九
年
庵
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈

長
年
の
読
書
活
動
を
た
た
え

西
郷
保
育
園
で
砂
場
抗
菌
作
業

神
社
に
珍
し
い
算
額

神
社
に
珍
し
い
算
額

神
社
に
珍
し
い
算
額

　

交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
知
識
・
技

術
向
上
と
、
子
ど
も
や
高
齢
者
に

対
す
る
交
通
安
全
啓
発
を
目
的
に

神
埼
市
み
ん
な
の
交
通
安
全
教
室

in
千
代
田
（
神
埼
地
区
交
通
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
実
践
活
動
推
進
事
業
実
行
委

員
会
主
催
）
が
11
月
６
日
、
千
代

田
町
の
次
郎
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

千
代
田
中
部
小
学
校
を
は
じ
め

市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

地
域
の
高
齢
者
な
ど
約
90
人
が
参

加
し
て
、
交
通
安
全
に
関
す
る
○×

ク
イ
ズ
や
、
暗
い
場
所
で
よ
く
見
え

る
色
と
反
射
材
効
果
実
験
、
時
速

５
キ
ロ
で
の
シ
ー
ト
ベル
ト
衝
撃
体
験
、

自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
指
導
な
ど

を
通
し
て
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
電
話

を
利
用
し
て
海
外
の
子
ど
も
た
ち
と

交
流
す
る
授
業
が
11
月
10
日
、
仁

比
山
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
が
海
外
の
こ
と
に
つ
い
て
学

ぶ
４
年
生
の
総
合
学
習
の
一
環
で
交

流
先
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
紹
介
を

受
け
、
仁
比
山
小
学
校
出
身
で
青

年
海
外
協
力
隊
の
久
冨
和
範
さ
ん

が
今
年
３
月
に
赴
任
し
た
エ
チ
オ
ピ

ア
の
オ
ロ
ミ
ア
州
メ
キ
の
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

授
業
に
は
、
４
年
生
47
人
が
参

加
し
、
４
人
の
エ
チ
オ
ピ
ア
の
子
ど

も
た
ち
に
、
事
前
に
用
意
を
し
た
質

問
や
日
本
の
生
活
習
慣
、
は
や
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ

け
た
カ
メ
ラ
と
マ
イ
ク
を
通
し
て
伝

え
、
久
冨
さ
ん
が
通
訳
に
入
る
形
で

進
行
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
食
べ
物
や
生
活

習
慣
の
違
い
な
ど
に
驚
き
な
が
ら
、

熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
、
東
与
賀
文
化
ホ
ー
ル

ふ
れ
あ
い
館
で
行
わ
れ
た
「
地
域
安

全
・
暴
力
追
放
県
民
大
会
」
で
、
西

郷
小
学
校
見
守
り
隊(

新
井
豊
代

表)

が
功
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

し
て
、
佐
賀
県
防
犯
協
会
長
・
佐

賀
県
警
察
本
部
長
の
連
名
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

西
郷
小
学
校
見
守
り
隊
は
、
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
間
帯
に
合
わ

せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
見
守
り
活

動
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
労
が
認

め
ら
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
供
服
な
ど
の
育
児
用
品
の
お
ゆ

ず
り
会
（
神
埼
市
母
子
保
健
推
進

員
主
催
）
が
、
11
月
７
日
に
千
代

田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
ま
た
、
11

月
11
日
に
は
、
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
提
供
さ
れ
た

育
児
用
品
は
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
で

必
要
な
方
へ
も
ら
わ
れ
て
い
き
、
大

好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

千
代
田
町
の
冠
者
神
社
に
、
佐

賀
県
内
で
初
め
て
奉
納
さ
れ
た
和
算

の
算
額
が
参
拝
客
な
ど
の
関
心
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

算
額
を
奉
納
し
た
の
は
、
千
代

田
町
出
身
で
、
長
崎
県
大
村
市
在

住
の
米
光
丁
さ
ん
で
す
。
算
額
は
縦

90
㌢
、
横
１
２
０
㌢
で
、
２
つ
の
円

と
三
角
形
を
描
き
、
そ
の
関
係
か
ら

導
き
出
し
た
円
の
直
径
を
問
う
内
容

で
す
。

　

和
算
は
江
戸
時
代
に
発
達
し
た

日
本
独
自
の
数
学
で
す
。
な
か
に
は

当
時
の
西
洋
を
上
回
る
水
準
の
研

究
内
容
も
あ
り
、
各
流
派
が
研
究

成
果
を
披
露
す
る
た
め
、
額
を
神

社
に
奉
納
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
光
さ
ん
は
高
校
の
元
数
学
教

師
で
、
現
在
は
日
本
数
学
史
学
会

常
任
運
営
委
員
。
和
算
に
つ
い
て
の

研
究
や
出
版
も
数
多
く
、
昨
年
は

「
新
・
九
州
の
算
額
」
を
執
筆
、
本

は
神
埼
市
中
央
図
書
館
に
も
寄
贈

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冠
者
神
社
は
、
下
村
湖
人
生
家

か
ら
歩
い
て
３
分
ほ
ど
で
、
湖
人
生

家
に
も
算
額
を
紹
介
し
た
チ
ラ
シ
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。


